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まちのわだい
TOWN  TOPICS

火災予防思想普及の功績たたえる

　町婦人消防連絡協議会の土屋紀伊子会長は８月５日、福島市の
県消防学校で開かれた県女性防火クラブ連絡協議会総会におい
て、優良女性防火クラブ員表彰を受けました。この表彰は、長年
にわたる火災予防思想普及の功績が認められたものです。土屋さ
んは同日、町役場を訪れ、大川原久夫副町長に受賞を報告。土屋
さんは「婦人消防の方々や町民の皆さんの協力のおかげ。今後も
予防消防に努めていきたいと思います」と感謝を述べました。

土屋紀伊子さんに県女性防火クラブ連絡協議会表彰

大川原副町長に受賞を報告した土屋会長（右）

過去最多 516 人が己の限界に挑む
うつくしまトライアスロン in あいづ

　第 17 回うつくしまトライアスロン in あいづは８月 23 日、本
町などを舞台に開催され、県内外から集まった過去最多の 516
人の選手が自らの限界に挑戦しました。レースは天神浜でのスイ
ム（1.5㌔）、天神浜から会津大までのバイク（40㌔）、同大周辺を
走るラン（10㌔）の計 51.5㌔のコースで競い合いました。
　大会の前日と当日には、猪苗代高の生徒らがボランティアとし
て参加し、大会の円滑な運営に一役買いました。
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の仕事や道具などを紹介
和みいなで「猪苗代の木地師展」を開催

　「猪苗代の木地師展」は８月 18 日から 30 日までの間、和みい
なで開かれました。「木地師」とは、ろくろを使っておわんなど
の木製品を作る職人のことで、吾妻地区では約 300 年前から明
治初期にかけて、木地師たちが山の木を切り倒し、漆器などに使
われるおわんなどを作っていました。会期中、同館の歴史情報室
には木地師が使った道具や免許証などの資料が展示されたほか、
木地師たちの仕事や暮らしぶりを収めた映像が上映されました。 木地師が使った道具「手回しろくろ」を体験する来場者

町内の夷田地区を自転車で駆け抜ける選手たち

町の代表が市町村対抗県軟式野球大会の健闘誓う
　福島市のあづま球場などで行われる第９回市町村対抗
県軟式野球大会の町代表選手壮行会は７月 27 日、学び
いなで開かれました。壮行会では、前後公町長が「勝敗
はもちろんのこと、他チームとの交流を深め、思い出に
残る大会にしてほしい」とあいさつ。長沼一夫町議会議
長と堀悟町体育協会長が激励しました。岩橋康紀監督

【監督】岩橋康紀
【選手】長井雄仁（主将）、野口貴
之、喜多見吏、山本晃史、古川智
康、遠藤孝二、磯川泰宏、鈴木浩
貴、渡部雄裕、野口裕貴、鈴木大介、
遠藤拓也、土屋優太、長谷川裕史、
鈴木裕明、鈴木法正、鈴木茂喜

は「ここ数年、初戦敗退が続いているので、ことしこそ
は１勝し、そこから波に乗って勝ち進んでいけるように
チーム一丸となって頑張りたい」と抱負を述べました。
　猪苗代町チームの初戦は９月 19 日、午前 11 時 30
分に開始。須賀川市の牡丹台野球場で湯川村チームと対
戦します。皆さんの応援をよろしくお願いします。

町選手団メンバー（敬称略）◀
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英霊800余柱の冥福を祈る

追悼式で式辞を述べる前後町長

戦没者追悼式と慰霊祭が行われる

　町戦没者追悼式は８月７日、学びいなで行われ、町遺族連合会
会員や来賓が第二次世界大戦で犠牲になった 800 余柱の冥福を
祈りました。前後公町長が「尊い犠牲の上に築かれた現在の平和
と繁栄を維持し、安心して暮らせる社会づくりに全力を尽くす」
と式辞、湯田邦彦県会津保健福祉事務所副所長、長沼一夫町議会
議長が追悼の言葉を述べた後、出席者らが献花し、英霊を慰めま
した。追悼式に続き、町遺族連合会主催の慰霊祭が開催されました。

猪苗代スポ少がソフト東北大会へ
町に報告、町ライオンズクラブが激励金を贈呈

　東北小学生男子・女子ソフトボール大会に出場する、猪苗代ス
ポーツ少年団ソフトボール部は９月２日、町役場を訪れ、土屋重
憲教育長に出場を報告しました。報告には猪苗代ライオンズクラ
ブ（ＬＣ）の役員の皆さんが同席し、激励金５万円を贈呈しました。
　同部は５月に開かれた会津総体で優勝し、６月の県総体に出場。
同大会でベスト８に入り、東北大会の出場権を獲得しました。東
北大会は９月 26、27 の両日、岩手県の雫石町で開かれます。 激励金を手渡す猪苗代ＬＣの佐賀幹雄幹事（左から２人目）

添田ミツさんが 100 歳に

　８月 20 日に満 100 歳の誕生日を迎えた添田ミツさん（上戸）
への賀寿贈呈式は同日、添田さんの自宅で行われ、家族らが長寿
を祝いました。加藤清司県会津保健福祉事務所長、大川原久夫副
町長と戸田忠義町老人クラブ連合会長が添田さんに賀寿や記念品
などを贈り、家族が花束を手渡すと、添田さんは「ありがとうご
ざいます」と笑顔で受け取りました。長男の勝美さんは「これか
らも長生きできるよう支えていきたい」と話しました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

大川原副町長（左）から賀寿を受ける添田さん（右）


